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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

本研究は、高エネルギーのレーザーやミリ波ビームにより誘起される爆轟波を工夫した実験系によ

り純粋な１次元現象に帰し、その計測結果の解析によってレーザーとミリ波の双方の放電・爆轟現象に

内在する普遍的な物理モデルを構築することを目的としている。 
レーザー放電関連の研究は計画に沿って進んでおり、重要な成果が得られている。しかし、ミリ波放

電については、ジャイロトロンの開発方針見直しの影響もあり、放電閾値を超える領域でのデータ取得

が未了等、やや遅れが生じている。数値モデルの構築については、実験で得られた予想外の結果を説明

するのに苦労しているが、新しい発見につながる成果として評価したい。ただし、数値モデル構築につ

いては当初計画のような成果がいまだ陽には見えていない。レーザーとミリ波の両方を包括する普遍

的モデルを構築するという研究目標を達成する上で、当初は平成２８年に完成予定だったジャイロト

ロンの開発が平成３０年度以降となったことは、より高性能化を狙ったものと評価できるものの、一方

で研究計画への影響は否定できず、何らかの対策が必要である。 
 


